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第１回まちづくり会議のまとめ 

 
日 時：令和元年 11 月 16 日（土曜日）10：00～12：00 

 

会 場：武豊町役場 ２階 第２～４会議室 

  

参加者：町民 １8 人  

     職員 １０人 

 

 グループワーク内容： 

    ・10 年後のまちへの期待すること 

   ・10 年後のまちへ不安に思うこと 

  ・10 年後の理想的なまちや暮らしのイメージ 
 
 
 
 

当日実施した参加者アンケートより                                  

 
（アンケートを提出しなかった参加者もいるので参加者の集計とは人数は合いません） 
 

【性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年齢】 
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回答したくない

（人）

回答者の性別は「女性」が８名、「男

性」が 19 名となっています。 
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20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

（人）

回答者の年齢は「30 歳代」が 12

名で最も多く、次いで「40 歳代」が

６名、「50 歳代」が４名と続いてい

ます。 

資料 ８-１ 
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第１回 武豊町まちづくり会議 のまとめ 

 
≪10 年後のまちへの期待≫ 

分 野 10 年後のまちへの期待 

都市環境 

駅前の再開発による賑わ
いのあるまち 

駅前が再開発で賑わいがある場所になってほしい 
駅前の発展 

蔵などの町並みが残るま
ち 

蔵っぽい街並み 
味噌蔵が残っていてほしい 

公園などが充実したまち 

烏山に展望台を設置してほしい 
公園に人が一杯 
総合公園がほしい！ 
人々が気軽に外に出て交流し、ゆったりと時間を過ごす場所は家
の近くや公園、公共の場など 

公共交通が充実したまち 
気軽に出歩ける交通環境（歩道、照明、バス） 
公共交通施設の充実 
公共交通の利便性の向上 

住みやすいまち 

自然が多いけど便利なまち 
住みやすいまちに！ 
税収が減少のため、コンパクトなまち 
比較的住みやすいまちではなく、本当に住みやすいまちに！ 
程よい田舎 

子ども 

子育てしやすいまち 

子育て支援を日本中から注目されている 

子育て施策を充実して若い世代の集まる活気のあるまち（保育園
の整備、医療費負担軽減） 

子育て世代家族の入居率増加 
子ども連れでも歩きやすい、出かけやすいまち 
もっと子育て世代の方々が孤立を感じない町になっているといい 
待機児童受入れ先の増設 

子ども、若者が暮らしや
すいまち 

子どもが安心して暮らせるまち 
子どもが暮らしやすいまち 
子どもが健康で夢が持てるまち 
子ども達が将来の夢や職業観が描けるようなイベントや催しが増
えると良い 
若者が住みよいまち、お年寄りに優しいまち 
若者が夢や希望を持って色々なことにチャレンジできるシステム
ができ、大人がそれをサポートする 

学び 

地域に開かれた学校が
あるまち 

地域に開かれた学校 

高齢者が活躍できるまち お年寄りの活躍できる場（生涯学習） 

スポーツ・文化が盛んな
まち 

芸術のまち！ 
趣味の場が充実している（スポーツ・文化） 
スポーツ施設、公園の充実 
スポーツ振興計画が作られている 
たまり・味噌を世界規模に！ 
伝統・文化についてしっかり語って自慢できる住民が育っている！ 
伝統文化を知らせ、受け継ぐ若い世代の育成 
文化活動が盛んになり、心豊かな時間を過ごすことができるまち 
みんなが気軽に文化に触れることができる 

安全・安心 
安全・安心に暮らせるま
ち 

安全に暮らせるまち 
今以上に豊かなまちに！ 
ちかんがいなくなれ！ 

健康・福祉 
高齢者が暮らしやすいま
ち 

各地区に高齢者施設の建設 
車の運転をしなくても暮らせるまち 
高齢者がいきがいを持って活躍できるボランティアやイベントへ
参加するまち 

健康づくりのまち 町民全体の体力アップ！（健康づくり） 
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分 野 10 年後のまちへの期待 

産業・交流 

商業・レジャー施設が集
積したまち 

今以上にお店が増えていると嬉しい！(特に飲食店） 
大型ショッピングモール 
大きな商業施設があるまち 
商業施設の充実(駅前再開発など） 
商業地域（個人経営）が少し増える 
日用品を買える環境がある（近所にスーパーなどがある） 
量販店、スーパー等の維持と充実 
レジャー施設の充実（温水プールなど） 

人が集い、賑わう観光の
まち 

遊びに来てくれる人を増やす 
武豊に行こうと思われる魅力あるまちに！（観光面） 
他市町から来訪されるような(目的）のスポット開設 
人がたくさん集まるまち（外から） 

人が集まるまちに！ 
人が気軽に集まれる場所が増える 
老若男女が交われるイベントが多いまち 
みそたろうが定着(ＰＲ部分)観光面の充実 
武豊町のマスコットキャラクター「みそたろう」の活用 

産業活動が盛んなまち 

ＪＡ拠点を活性化。意外と来客が多い 
企業誘致 
企業を誘致して活気のあるまちになっている。工業団地の整備 
地産地消の充実(農業等の産業発展） 

まちづくり・ 
地域経営 

暮らしたくなるまち 

海外から働きに来ている人が永住したくなるまちに！ 

現在の中高生が戻ってきたくなるまち！ 
武豊のいいところをはっきり言える、自慢できる 
定住者の多いまちになっていると良い 
若い人が多いまち！ 
外から来たい！と思われるまちに！ 
働き世代が住みやすいまちに！ 

多世代が集い、交流する
まち 

色々な地域活動が様々な年代ごと、年代が混ざり合って行われ
ている 

子どもも若者も、大人も元気で関わり合っているまち 

困っていることを気軽に話せる環境 

多世代、多民族が隔たりなく関わりあう 

町全体が一つになっている。 
行方不明の方がすぐに見つかるまち 

みんなで支え合う住民活
動が活発なまち 

今ある行事が継続している 
仕事と地域活動のバランスがとれる 
住民が積極的にまちづくりに参画している 
住民がまちづくりの真ん中にいる住民自治のまち 
地域のみんなが支え合う 
前向きに！活力あふれる！ 
役場の職員と住民とが協働で、地域の広場でイベントなどの企画
をする 
良好なご近所関係ができているまち（防災・防犯） 

行財政 
広域連携のまち 

武豊独自でなくてもいい。知多半島の一部、真ん中ならではのモ
ノ、コト 

行政サービスが充実した
まち 

明るい役場に！あいさつ、対応等で 
マイナンバーカードの活用で事務の効率化 
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≪10 年後のまちへの不安≫ 

分 野 10 年後のまちへの不安 

都市環境 公園や緑の減少 
新しい住宅地で緑が少なくなっている 
公園などが減少（災害時に避難できる広場が減少） 

子ども 
子どもの減少 
子どもの居場所の減少 

子育て世代家族の入居率低下 

子どもの居場所、待機児童が問題に。 

子ども達がこの地域に残る？暮らし続けるか？ 

子どもが少ないまち 

子どもの減少 

子どもがいない地区が出てくる 

高齢化し、次につないでいけるのか？若者の担い手不足？ 

若い人の雇用 

若者が少ないまち 
子どもの貧困 学費や医療費など経済的な問題が子どもの将来を左右する 

学び 
学校の統廃合、クラス数
の減少 

子どもの数が減って小中学校が統廃合されたりする 

学校(富貴）が 1 学年１クラスになる 

子どもの減少による学校等の数が減る 

ひきこもり・不登校児 ひきこもり、不登校児が増加する 

健康・福祉 

医療体制の不安 
医療体制。特に災害時の受入れ 

病院の減少 

高齢者の増加 

高齢化率が上がる 

高齢者ばかりになっている 
子どもが遠方に住み、親子関係の希薄化（一人暮らし高齢者が
増える） 
孤立する人、家族の増加 

ひとり暮らしの高齢者が増える 

住民が高齢者ばかりになる 

高齢者施設の不足 

高齢者施設、設備の低下 

高齢者のための施設やサービスは大丈夫？？ 

高齢者世帯の増加、受け入れ先の不足 

介護に困る人が増える 

生活に困る人の増加 生活(お金）に困る人が増える 

民生費の増大 高齢化による福祉費の増大 

安全・安心 

空き家の増加 

空き家が増えて寂しい街並みになっていないか 

空き家だらけに 

空き家が多くなっている 

空き家 

昔の地区が空き家ばかりになる 

交通事故の増加 

事故率が愛知県ワースト 1 位 

交通事故の増加 

事件や事故が多い 

災害への不安 

災害 

災害対策が進まない 

しょっちゅう水害 

犯罪の不安 子どもの連れ去りや高齢者の振り込め詐欺 

施設の老朽化 公共施設の老朽化 

産業・交流 

店舗の減少 
店のシャッターが閉まっている 

食料品店舗の減少 

耕作放棄地の増加 
耕作放棄地の問題 

遊休農地の増加 

活力低下 少子高齢、人口減少による活力低下 

地域イベントの低下 地域イベントが少ないまち 

環境 環境問題の発生 
環境汚染（クリーンセンター等） 

公害発生の増加 
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分 野 10 年後のまちへの不安 

まちづくり・ 
地域経営 

人口減少、町外への流
出 

人口減少 

人口減少 

人口減少 

人口の減少 

町外への流出 

半田へ吸収 

若い世代の減少 

若い人が町から出ていってしまう 

若者が少ない 

外国人の増加 
外国人の増加 

日本語をしゃべれない外国人が多くなっている 

地域コミュニティの低下 

区加入者の減少 

新しく入ってきた人達との関わり方 

住民同士のコミュニティ活動が少なくなって、バラバラで助け合い
が無くなっている 

コミュニティが成り立たない 

福祉等の担い手不足 

ボランティアをする人が増えない 

荒れた雰囲気、ほっこりを感じられない、町を愛する人が少ない 

住民同士の関わりがない 

人と人とのつながりが希薄化 

地域格差 人口減少、少子高齢化で地域格差ができる 

行財政 

住民サービスの低下 
住民サービスの低下、廃止へ！ 

人口減少で税収が減り、行政サービスが低下する 

税収の減少による増税 
少子高齢化で人口が減少、税収が減少 

町民税の増加 

武豊町が存在しているか 町の合併 
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≪10 年後の理想的なまちや暮らしのイメージ≫ 

タイトル 理想的なまちのイメージ 理想的な暮らしのイメージ 

誰もが暮らしやすいまち 

子ども、若い人から高齢者まで暮らしたい

と思ってくれるまち 
次世代に遺すもの、こと、不安なくいたい 

子どもが希望や夢をイメージしやすく、高

齢者が暮らしやすいまちづくり 

みんなで協力しながら意見を出し合い、

よりよい町になるよう、サポーターになる感

じ 

町に活気があり、老若男女で笑いがあふ

れるまち（公共福祉施設、インフラが整備

されている） 

歩きでも不自由のない暮らし 

どの世代の住民も豊かに暮らし、町外の

人から「行きたい」、「住みたい」と思われ

るまち 

イキイキした町民の方たちと一緒に楽しく

暮らし、働く！ 

みんなが幸福を感じることができるまち 笑顔のあふれる暮らし 

安心・安全なまち 

安心、安全で不安なく子どもから高齢者

まで夢を持って楽しく暮らせるまち 

自分の事は自立しつつも、必要な時は助

け合いながら穏やかな暮らし 

安心できるまち 自然と共にのんびり 

町外から住んでみたい、住みよいまち、地

震や台風に安全なまち 
お年寄りが安心して暮らせるまち 

いきいきとしたまち 
町民が活き活きとしている、子どもから高

齢者の交流ができるまち 
健康で幸せを感じられる暮らし 

人が活き活きとし、集まるまち 地域と関わりながら生活する 

笑顔の絶えないまち 

いろいろな世代、いろいろな国の人がニ

コニコ歩いているまち 
信頼関係の中で安心して暮らしている 

誇れる町並み、笑顔の絶えない明るいま

ち 

他市町村へ出向かなくても武豊町内です

べて事足りる 

子育てしやすいまち 

子育てしやすい活気のあるまち 子どもがスクスク育つまちでの生活 

子どもが沢山なまち 子どもを見守る暮らし 

子育てが楽しいまち 自分の子どもだけでなく、関われる暮らし 

支え合うまち 

行政と住民が協力できる明るいまちづくり 
買い物、病院、娯楽など、町内で済ませ

られたらいいな。 

子どもからお年寄りまでがみんなつながっ

ている、支え合うまち 
地域の中で活躍する暮らし 

みんなが前向き、支え合うまち 忙しくも充実している暮らし 

住みよいまち 

今よりも住みよいまち 公私ともに充実した暮らし 

生活する上で必要十分な基盤、サービス

が整っているまち 
愛着を持ち、満足できる暮らし 

知多の真ん中、武豊町 
移動、住みやすさ、すべてがほどよい暮ら

し 

つながりのあるまち 

「た」しい行事が多く、「け」いかんが良く、

「と」にかく、「よ」い人の多いまち 
人と人のつながりがある暮らし 

生活する近くに緑があり、気楽に出かけ、

時間を過ごすことができる、人と人がふれ

あい、文化活動を楽しむことができるまち 

時間があれば散歩し、音楽などの文化活

動に触れ、ゆったりと過ごす 

バランスのとれたまち 
自然環境と生活環境のバランスがとれて

いるまち 
ストレスなく不便さを感じない暮らし 

魅力的なまち 
散歩していて楽しい町並み、風景 公園で日向ぼっこのできる豊かなまち 

展望台とか、レストラン公園、水族館   

活気があるまち 町全体に活気がある豊かなまち ストレスフリー 

働けるまち 町内で働けるまちづくり 充実した生活環境が送れる 

 


